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十日町地域消防本部の 

被服＆装備 
5 

1
4 

3
2

１／冬制服 
ブレザータイプの男性用冬制服。
毎日勤務職員が着用するほか、予
防査察などでも着用 

２／救急服 
グレーを基調とした救急服は本署
の救急隊のみ着用。この上に感染
防護衣を着て出動する。 

３／救助服 
オレンジ＝救助隊と言われ、災害
現場でも一際目立つ。十日町消防
本部の銀色保安帽（ヘルメット）
は県内で唯一。 

４／活動服 
ほとんどの職員が着用する一般活
動服。紺色をベースとし、背中に
は「十日町消防」が入る。難燃素
材でできている。 

５／防火衣 
平成 15 年から段階的に配備され
たセパレート型防火衣。隊員の身
体を炎から守ることが最大の目
的。耐熱性能が高められており、
革製の長靴は輻射熱にも強い。 
防火衣の重さは約10Kgあり、背

中に背負う空気呼吸器を合わせる
と15～20Kg近くとなる。火災現場
では隊員の心強い見方だ。 

地
元
の
消
防
体
制
を
み
な
さ
ん
は
知
っ
て
い
ま
す
か
？ 

１
１
９
番
通
報
を
す
る
と
、
消
防
車
が
出
動
し
て
火
事
を
消
し
て
く
れ
る
。
怪
我
や
急
病
、
交
通
事

故
な
ど
に
救
急
車
が
来
て
く
れ
る
― 

普
段
何
気
な
く
聞
こ
え
る
サ
イ
レ
ン
の
音
。
地
元
の
消
防
の
組
織
体
制
を
知
る
こ
と
は
、
自
分
の
身

を
守
り
、
家
族
を
守
り
、
地
域
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
今
号
は
、
十
日
町
消
防
の
経
緯
と
内

容
に
つ
い
て
特
集
し
ま
す
。 

十
日
町
消
防
の
組
織
体
制 

 

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
は
、

昭
和

47
年

４
月

20
日
、
十
日
町

市
、
川
西
町
、
津
南
町
、
中
里
村
の

１
市
２
町
１
村
で
発
足
し
、
翌
48

年
４
月
１
日
、
既
設
の
十
日
町
市

消
防
本
部
・
署
を
廃
止
し
、
本
格
的

に
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。
平
成

９
年
に
は
構
成
団
体
に
松
代
町
、

松
之
山
町
が
加
入
、
広
域
行
政
推
進

に
関
す
る
事
務
、
家
畜
指
導
診
療
に

関
す
る
事
務
、
国
の
モ
デ
ル
広
域
消
防
指

定
に
よ
る
消
防
事
務
を
開
始
し
、
広
域
行

政
圏
の
発
展
と
防
火
、
防
災
対
策
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。 

消
防
業
務
は
、
昭
和
48
年
４
月
１
日

に
１
本
部
１
署
、
職
員
49
人
、
４
消
防

団
３
，
２
３
７
人
で
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
は

１
本
部
１
署
２
分
署
２
分
遣
所
、
職
員

116
人
、
２
消
防
団
２
，
６
７
３
人
で
地
域

の
安
全
・
安
心
を
守
っ
て
い
ま
す
。 

 

消
防
を
取
り
巻
く
環
境
は
日
々
刻
々

と
変
化
し
、
救
急
・
救
助
の
高
度
化
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
、
ド
ク
タ
ー
カ

ー
の
運
用
、
消
防
の
広
域
化
、
緊
急
消
防

援
助
隊
、
武
力
攻
撃
事
態
の
国
民
保
護
計

画
な
ど
内
容
は
様
々
で
す
。 

私
た
ち
は
、
消
火
・
救
急
・
救
助
な
ど

従
来
の
消
防
の
イ
メ
ー
ジ
を
超
え
た
、
こ

の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
「
強
い
消
防

組
織
」
を
地
域
住
民
に
提
供
し
、
地
域
と

一
体
と
な
っ
た
防
災
力
の
向
上
を
目
指

し
て
い
ま
す
。 

消防だより 火の用心  ２ 
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十日町消防の人員・車両 
◆人員       ◆消防車両 

・消防隊員 60名 ・指揮車     1台 

・救急隊員  9名 ・消防ﾎﾟﾝﾌﾟ自動車8台 

・救助隊員 15名     （化学車含む） 

・指揮隊員  9名 ・はしご車    1台 

・通信員   6名 ・救助工作車   1台 

・予防要員  3名 ・救急車     6台 

・庶務要員 13名 ・特殊車    12台 

合 計  116名 ・予備車     2台 

         合 計      31台 

こが知りたい！消防署 そ 
（小学生の社会科見学より） 

Ｑ．消防士の1日の仕事について 
Ａ．十日町地域消防署では、「三部制」
をとっていて、３つの班に分かれていま

す。①班が当番の時は②、③はお休みで

すが、火事があったりすると呼び出しが

あります。８：３０～翌８：３０までの

２４時間を消防署で勤務し、次の班に引

き継ぎます。 
 

Ｑ．消防車はなぜ赤いの？ 
Ａ．日本で初めに外国から輸入された
消防車が赤かったことからと言われて

います。赤色は注意を引く色であるとと

もに、炎を連想させ、人々に警戒させる

ということなども理由です。日本では法

律で決まっていますが、外国では消防車

＝赤というわけではなく、黄色や白色の

消防車もあります。 
 

Ｑ．火事を消したときの気持ちは？ 
Ａ．･･･。（子供らしい質問に一瞬汗。） 
「良かった～」という気持ちですね。火

事の規模にもよりますが、延焼を防いだ

ときや人命を救助したときにそう思い

ます。 

組
合
名
は
「
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
」

と
し
、
消
防
事
務
と
と
も
に
、
同
じ
管
内
の
家

畜
指
導
診
療
事
業
を
含
め
た
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
ま
す
。 

消
防
本
部
に
は
「
消
防
長
」
を
置
き
、
消
防

長
は
次
長
、
署
長
、
課
長
な
ど
を
任
命
し
、
そ

の
任
に
あ
た
ら
せ
ま
す
。
消
防
本
部
で
は
、
火

災
予
防
に
関
す
る
こ
と
や
、
消
防
団
の
事
務
、

消
防
水
利
の
事
務
、
通
信
指
令
業
務
、
職
員
の

管
理
な
ど
主
に
消
防
管
理
事
務
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

消
防
署
は
署
長
を
軸
に
、
火
災
・
救
急
・
救

助
・
自
然
災
害
な
ど
幅
広
い
災
害
に
対
応
す
る

た
め
、
交
替
制
で
24
時
間
勤
務
し
て
い
ま
す
。

本
署
に
は
警
防
分
隊
、
救
助
分

隊
、
救
急
分
隊
を
置
き
、
連
携
し

て
各
分
隊
が
活
動
を
し
て
い
ま 

す
。
ま
た
、
各
地
域
の
災
害
に
即

時
対
応
す
る
た
め
に
、
分
署
・
分

遣
所
を
分
散
し
て
配
置
し
て
い 

ま
す
。 

 

―
消
防
本
部
と
消
防
署
― 

  
消
防
組
織
法
と
い
う
法
律
で
規
定

さ
れ
、
市
町
村
は
、
区
域
内
の
消
防
業

務
を
果
た
す
責
任
が
あ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。 

そ
の
中
で
、
市
町
村
は
、
①
消
防
本

部
②
消
防
署
③
消
防
団
を
設
置
す
る

と
定
め
て
い
ま
す
が
、
十
日
町
市
と
津

南
町
は
単
独
で
の
消
防
本
部
や
署
を

置
か
ず
に
、
共
同
で
「
広
域
消
防
組
織
」

を
作
り
、
消
防
本
部
・
署
を
設
置
し
て

い
ま
す
。 

消
防
本
部
と
消
防
署
は
密
接
な
関
係
を
も

っ
て
い
る
た
め
、
お
互
い
に
連
携
し
な
が
ら
業

務
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
よ
う

な
、
管
轄
人
口
10
万
人
未
満
の
、
い
わ
ゆ
る

小
規
模
消
防
本
部
に
該
当
す
る
本
部
は
、
ほ
と

ん
ど
が
こ
の
兼
務
体
制
を
と
っ
て
い
て
、
本
部

事
務
と
災
害
対
応
業
務
を
掛
け
持
ち
で
し
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。 

 

―
消
防
の
広
域
化
― 

 

総
務
省
消
防
庁
が
今
、
強
力
に
推
進
し
て
い

る
政
策
の
ひ
と
つ
に
「
消
防
の
広
域
化
」
が
あ

り
ま
す
。 

社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
災
害
は
複
雑
・

多
様
化
・
大
規
模
化
の
傾
向
に
あ
り
、
消
防
は

こ
の
変
化
に
的
確
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
国
は
「
市
町
村
の
消
防
の
広
域
化
に
関

す
る
基
本
指
針
」
を
定
め
、
管
轄
人
口
30
万

人
以
上
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。 

現
在
、
新
潟
県
で
も
広
域
化
計
画
の
策
定
を

進
め
る
た
め
に
、
魚
沼
地
域
３
消
防
本
部
で

「
広
域
化
検
討
会
議
」
を
重
ね
て
い
ま
す
。 

 

消
防
広
域
化
に
よ
る
主
な
メ
リ
ッ
ト
は
、 

◎
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上 

◎
消
防
体
制
の
効
率
化 

◎
消
防
体
制
の
基
盤
の
強
化 

が
あ
り
ま
す
。
各
本
部
の
同
じ
よ
う
な
部
門
を

統
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
人
員
を
、

救
急
や
予
防
の
専
門
性
の
高
い
部
署
へ
配
置

し
、
さ
ら
に
は
高
度
な
研
修
派
遣
も
可
能
に
な

る
な
ど
と
い
っ
た
利
点
が
あ
り
ま
す
。 

人
口
減
少
時
代
に
入
り
、
過
疎
化
の
進
む
当

地
域
で
も
消
防
体
制
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
、
広
域
化
を
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。 

現
状
と
課
題
、
将
来
の
見
通
し
な
ど
を
踏
ま

え
、
地
域
住
民
の
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
な
く
消
防

体
制
の
効
率
的
・
強
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

様
々
な
角
度
か
ら
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。 

３  消防だより 火の用心  



                                 

                                 

                                 

                              

携
帯
電
話
か
ら
の 

１
１
９
番
通
報
が
急
増
！ 

 

携
帯
電
話
か
ら
の
１
１
９
番
通
報
件
数
は
、

そ
の
普
及
に
伴
い
年
々
増
加
し
、
平
成
20
年

中
は
全
体
の
17
％
と
高
い
割
合
と
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
携
帯
電
話
は
手
軽
で
機
動
性
に
優

れ
て
い
る
た
め
、
災
害
現
場
か
ら
ダ
イ
レ
ク
ト

に
通
報
で
き
る
反
面
、
一
般
電
話
か
ら
は
活
用

で
き
る
、[

発
信
地
表
示
シ
ス
テ
ム]

が
作
動
し

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
場
所
の
特
定
に
時
間
が

か
か
り
ま
す
。 

 

携
帯
電
話
か
ら
の
１
１
９
番
は 

直
接
十
日
町
地
域
消
防
本
部
に 

 

以
前
は
、
代
表
消
防
本
部
（
長
岡
市
・
上
越

市
）
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
17
年

か
ら
は
直
接
受
信
方
式
と
な
り
、
よ
り
早
い
出

動
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
管
轄
境
界
付
近
か

ら
の
通
報
は
他
の
消
防
本
部
に
つ
な
が
る
場

合
も
あ
り
ま
す
が
、
転
送
さ
れ
る
の
で
心
配
あ

り
ま
せ
ん
。
携
帯
電
話
か
ら
通
報
す
る
と
き
は

左
記
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。 

消
防
本
部
通
信
指
令
室
に
は
、
携
帯
電
話
か

ら
の
通
報
以
外
に
も
Ｉ
Ｐ
電
話
や
光
電
話
、
さ

ら
に
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
様
々
な
１
１
９
通
報
が

入
っ
て
き
ま
す
。
常
時
２
名
体
制
を
保
ち
、
地

域
住
民
か
ら
の
１
１
９
＝
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
備
え
て

い
ま
す
。 

 

早
い
通
報
！
早
い
応
急
手
当
！ 

救
命
へ
の
カ
ギ
は
こ
こ
か
ら 

 

「
意
識
が
あ
り
ま
せ
ん
！ 

早
く
来
て
く
だ
さ
い
！
」 

―
庁
舎
中
に
指
令
音
が
鳴
り
響
き
、
緊
迫
感
が

走
る
。
救
命
出
動
だ
！ 

十
日
町
消
防
で
は
救
命
事
案
で
の
出
動
時
、

１
名
を
増
員
し
、
４
名
で
出
動
す
る
ほ
か
、
災

害
規
模
・
内
容
に
応
じ
て
、
県
立
十
日
町
病
院

医
師
を
要
請
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

「
救
急
車
は
今
出
動
さ
せ
ま
し
た
の
で
安

心
し
て
く
だ
さ
い
。
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で

の
間
、
あ
な
た
は
応
急
手
当
が
で
き
ま
す

か
？
」
―
救
命
出
動
の
際
に
は
、
通
報
と
同
時

に
、
わ
か
り
や
す
く
応
急
手
当
の
や
り
方
を
説

明
し
ま
す
。
一
刻
も
早
く
救
急
車
を
呼
ぶ
こ
と

は
大
事
で
す
が
、
到
着
ま
で
の
間
に
何
も
し
な

い
と
救
命
率
は
下
が
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。 

消
防
は
１
１
９
番
通
報
か
ら
活
動
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。「
１
１
９
番
で
困
る
の
は
、
慌

て
過
ぎ
て
い
る
こ
と
。
話
し
な
が
ら
落
ち
着
か

せ
る
こ
と
が
大
切
。『
ひ
と
呼
吸
』
置
い
て
か

ら
、
１
１
９
通
報
を
す
る
こ
と
が
、
全
体
的
な

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
の
で
は
」
と
ベ

テ
ラ
ン
の
指
令
員
は
話
し
て
い
ま
す
。 

[発信地表示システム]一般電話からの１１９受信と同時に電話番号から通報者の住所、世帯主名、場所が表示される装置 

携帯１１９番通報の留意点 
◆携帯電話位置情報通知システム（ＧＰＳ

機能付携帯電話が対応）は当消防本部

では未採用です。 

◆住所や周囲にある目標物、交差点名な

どを確認してから通報してください。 

◆車から通報する場合は、必ず安全な場

所に停車してから通報してください。 

◆電波の良いところで止まって通話をし

てください。 

◆指令員の質問に簡潔に答えてくださ

い。一方的に話されると、かえって遅れ

ることがあります。 

消防だより 火の用心  ４ 



                    
           

                     
 

   
 

  
   

  
                                

                             
 

    

 

平
成
22
年
度
採
用 

問合せ 
十日町地域消防本部 

総務課庶務係

TEL 025-757-1556

平
成
21
年
７
月
・
８
月
行
事
予
定 

 

◆ 

甲
種
防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習
会 

 
 
  

７
月
２
日ᷫ

木

～ᷬ
３
日ᷫ

金
ᷬ 

ク
ロ
ス
10 

◆ 

普
通
救
命
講
習 

７
月
５
日ᷫ

日
ᷬ 

・ 

６
日ᷫ

月
ᷬ 

十
日
町
地
域
消
防
本
部 

◆ 

地
区
支
会
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会 

 
 
  

７
月
12
日ᷫ

日
ᷬ 

 
 

十
日
町
市
生
鮮
食
品
駐
車
場 

――
熱熱
中中
症症
とと
はは
――  

人人
間間
のの
体体
にに
ああ
るる
ᷝᷝ体体
温温
をを
一一
定定
にに
保保
つつ
よよ
うう

にに
調調
節節
すす
るる
機機
能能
がが
ᷝᷝ
気気
温温
のの
上上
昇昇
やや
ᷝᷝ
湿湿
度度
がが

原原
因因
でで
ここ
のの
機機
能能
がが
働働
かか
なな
くく
なな
るる
ここ
とと
でで
すす
ᷞᷞ  

ここ
うう
なな
るる
とと
ᷝᷝ体体
のの
熱熱
をを
外外
にに
放放
出出
でで
きき
なな
くく

なな
ḈḈ
てて
ᷝᷝ体体
のの
筋筋
肉肉
がが
震震
ええ
たた
りり
ᷝᷝ重重
症症
にに
なな
れれ
ばば

意意
識識
をを
失失
うう
ここ
とと
もも
ああ
りり
まま
すす
ᷞᷞ  

熱熱
中中
症症
はは
ᷝᷝ大大
変変
身身
近近
なな
とと
ここ
ろろ
でで
おお
きき
てて
いい

まま
すす
ᷞᷞ
そそ
のの
たた
めめ
ᷝᷝ
十十
分分
にに
そそ
のの
危危
険険
性性
をを
認認
識識

しし
てて
おお
くく
ここ
とと
がが
必必
要要
でで
すす
ᷞᷞ  

■
募
集
職
種
・
人
員 

 
 

 
消
防
士
（
上
級
及
び
初
級
）
４
人
程
度 

■
受
験
資
格 

共
通
＝
①
身
体
強
健
で
大
型
自
動
車
運
転
免

許
取
得
可
能
な
人
②
採
用
後
、
十
日
町
地

域
広
域
事
務
組
合
管
内
（
十
日
町
市
、
津

南
町
）
に
居
住
可
能
な
人 

※
昭
和
59
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

（
平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
25
歳
以
下
の
人
） 

上
級
＝
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
卒
業
者

（
来
春
卒
業
見
込
者
含
む
） 

初
級
＝
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
卒
業

者
（
来
春
卒
業
見
込
者
、
短
期
大
学
な
ど

上
位
の
学
校
の
卒
業
者
ま
た
は
在
学
者
含

む
） 

■
試
験
方
法 

［
第
１
次
試
験
］ 

◆
期
日
＝
平
成
21
年
８
月
23
日
（
日
） 

◆
会
場
＝
受
験
者
に
通
知 

◆
試
験
科
目
＝
教
養
試
験
、
消
防
適
性
検

査
、
作
文
、
体
力
試
験 

［
第
２
次
試
験
］ 

◆
期
日
＝
平
成
21
年
９
月
中
旬
～
下
旬 

◆
会
場
＝
受
験
者
に
通
知 

◆
試
験
科
目
＝
口
述
試
験
、
身
体
検
査 

■
受
験
申
込
み 

７
月
１
日
（
水
）
～
７
月
21
日
（
火
） 

土
、
日
、
祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
～ 

 

午
後
５
時
30
分
の
間
に
、
十
日
町
地
域
消 

防
本
部
総
務
課
庶
務
係
に
必
要
書
類
を
提

出
。
郵
送
で
の
提
出
も
可
能
で
す
。 

（
郵
送
の
場
合
は
書
留
と
し
、
封
筒
の
表  

職
員
募
集
（
消
防
士
）

に
「
受
験
申
込
み
」
と
朱
書
き
し
て
く

だ
さ
い
。
７
月
21
日
（
火
）
の
消
印

有
効
。
〒
９
４
８
―
０
０
３
６
十
日
町

市
北
新
田
１
番
地
の
10
） 

■
必
要
書
類 

①
採
用
試
験
申
込
書 

十
日
町
地
域
消
防
本
部
総
務
課
、
西

分
署
、
南
分
署
、
松
代
分
遣
所
、
松

之
山
分
遣
所
に
配
置
。
請
求
は
土
、

日
、
祝
日
、
時
間
外
で
も
可
能
で
す
。

郵
送
で
の
請
求
は
上
級･ 

初
級
の
区

分
を
明
記
し
、
返
信
用
封
筒
に
80
円

切
手
（
定
形
外
は
１
２
０
円
）
を
貼

り
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
入
手
可
能
で
す
。 

②
最
終
卒
業
学
校
（
１
年
制
専
門
学
校

の
場
合
は
高
等
学
校
）
の
成
績
証
明

書
※
卒
業
見
込
者
は
最
近
ま
で
の
も
の 

③
卒
業
見
込
証
明
書
（
来
春
卒
業
見
込

者
） 

④
80
円
切
手
２
枚
同
封（
案
内
通
知
用
）

■
給
与
（
初
任
給
） 

 

◆
上
級
＝
１
９
０
，
０
０
０
円 

 

◆
初
級
＝
１
５
８
，
１
０
０
円 

 

※
平
成
21
年
４
月
１
日
現
在
の
月
額
。 

受
験
資
格
取
得
直
後
に
採
用
の
場
合 

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合 

ここんんににちちはは。。救救急急救救命命士士のの根根津津でですす。。  
  
生生活活にに役役立立つつ救救急急ののワワンンポポイインントトをを、、みみななささんんににわわかかりり

ややすすくくおお伝伝ええししてていいききたたいいとと思思っってていいまますす。。  
連連載載一一回回目目でで緊緊張張ししてていいまますすがが、、よよろろししくくおお願願いいししまますす。。  
  
。。ｏｏＯＯ------------------------------------------------------------------------------------ＯＯｏｏ。。
最最近近放放水水訓訓練練ででたたくくささんん汗汗ををかかきき、、一一瞬瞬目目のの前前がが真真っっ白白

ににななりりままししたた。。（（＞＞＜＜））  
今今回回はは夏夏もも間間近近とといいううここととでで熱熱中中症症ににつついいててでですす。。  

◆ 

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
会 

 
 
  

７
月
16
日
（
木
） 

 
 
 

ク
ロ
ス
10 

◆ 

新
潟
県
消
防
大
会 

 
 
  

８
月
２
日
（
日
） 

 
 
 

新
潟
テ
ル
サ 

◆ 

普
通
救
命
講
習 

 
 
  

８
月
９
日
（
日
） 

千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

――
どど
うう
すす
れれ
ばば
いい
いい
のの
？？
――  

５  消防だより 火の用心  



                                   

                                   

                                   

                                 

                          

ⅤＯＬＵＮＴＥＥＲ 

消
防
団
最
前
線 

我 が 町 を 守 る  
ＰＲＯＴＥＣＴ ＯＵＲ ＨＯＭＥ ＩＲＥ Ｆ - 消 防 団 - 

４
月
16
日（
木
）十
日
町
地
域
消
防
署
南
分
署
に
て
、

津
南
町
消
防
団
女
性
部
発
足
式
及
び
辞
令
交
付
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

真
新
し
い
制
服
を
身
に
ま
と
い
、
緊
張
感
の
中
、
女

性
消
防
団
員
が
決
意
を
語
り
ま
し
た
。 

今
後
は
町
内
の
防
火
広
報
、
防
災
活
動
、
各
種
行
事

な
ど
、
様
々
な
場
面
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

せ
ま
る

新
潟
県
消
防
大
会
！ 

地
元
に
防
火
旋
風
を
！ 

 
川
西
方
面
隊
猛
特
訓
中 

津
南
町
消
防
団
女
性
部
誕
生 

 
火 災     件 

(17)

救 急     件 

(1,134)

救 助     件 
(23)

―平成21年―
◆災害出動件数◆ 
Ｈ21.1.1 ～ 6.15まで 

18 

1,115 

30 

消えるまで 
ゆっくり火の元 

にらめっ子 
 

▼
4
月
24
日
、
メ
キ
シ
コ
で
豚
を
由
来
と
し
た
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
ま
し
た
。
当
消
防
本
部
は

「
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
」
計
画
で
、
地
域
内
の
感

染
者
が
拡
大
し
た
場
合
の
感
染
防
止
策
を
中
心
に
検
討

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。 

 

幸
い
、
弱
毒
性
で
あ
り
、
管
内
で
の
感
染
は
ま
だ
あ

り
ま
せ
ん
が
、
強
毒
性
と
な
っ
た
時
や
、
ま
ん
延
に
歯

止
め
が
効
か
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
恐
ろ
し
い
社
会
状

況
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。
消
防
は
未
然
に
災
害
を
防

ぐ
機
関
で
も
あ
り
、
そ
の
た
め
の
訓
練
や
計
画
を
し
て

い
ま
す
が
、
現
に
始
ま
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
に
対
処
療

法
的
に
対
応
す
る
と
い
う
の
は
難
し
い
と
感
じ
ま
し

た
。 

▼
7
月
26
日
か
ら
「
第
4
回
大
地
の
芸
術
祭
」（
廃

校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
私
は
す
で
に

「
作
品
鑑
賞
パ
ス
ポ
ー
ト
」
を
購
入
し
た
の
で
す
が
、

な
ん
と
言
っ
て
も
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
状
況
が
気

に
な
っ
て
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
国
内
で
は
減

少
傾
向
で
少
し
安
心
し
て
い
ま
す
が
、
警
戒
を
怠
る
こ

と
な
く
手
洗
い
や
う
が
い
を
励
行
し
、
大
地
の
芸
術
祭

を
存
分
に
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ま
た
9
月
に
は
県
内
で
「
ト
キ
め
き
新
潟
国
体
」
も

開
催
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
も
手
洗
い
や
う
が
い
な
ど
を

こ
ま
め
に
行
い
、
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。 

【
信
】 

（ ）は前年数 

第
60
回
新
潟
県
消
防
大
会
ポ

ン
プ
操
法
競
技
会
が
来
た
る
８

月
２
日
（
日
）
新
潟
市
で
開
催
さ

れ
、
十
日
町
地
区
支
会
を
代
表
し

て
川
西
方
面
隊
第
３
分
団
が
出

場
し
ま
す
。
あ
あ 

 
 

 

連
日
連
夜
、
川
西
総
合
体
育
館

駐
車
場
に
て
厳
し
い
訓
練
を
重

ね
て
い
ま
す
。 

あ
選
手
の
健
闘
を
祈
り
ま
す
。 

 
 

 

▽ 

出
場
選
手 

 

（
上
写
真
左
か
ら
） 

指
揮
者 

藤
巻
和
人
（
仁
田
） 

一
番
員 

戸
田
有
祐
（
仁
田
） 

二
番
員 

野
澤
保
彦
（
野
口
） 

三
番
員 

須
藤
和
男
（
仁
田
） 
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